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午後１時３０分 開会 

 

○議長(川村辰夫君) 

 皆さん、こんにちは。 

 本日は、令和２年第２回中央広域環境施設組合議会定例会にご参集賜りまし

て誠にありがとうございます。皆さんのお元気なお顔を拝見出来て大変うれし

く思っている次第でございます。朝夕めっきり寒くなりまして体調を崩しやす

い季節の変わり目でございます。体調管理には十分留意されまして、更なるご

活躍を期待しているところでございます。よりいっそうのご活躍を期待致しま

して簡単ではございますがご挨拶とさせていただきます。 

 それでは、議事進行して参ります。 

ただいまの出席議員は１８名で定足数に達しております。したがって令和２

年第２回中央広域環境施設組合議会定例会は成立いたしましたので開会いたし

ます。 

これより本日の会議を開きます。 

本日の日程は、お手元に配布いたしましたとおりでございます。ご了承願い

ます。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

○議長(川村辰夫君) 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。本定例会の会議録署名議員は、

会議規則第７３条の規定により議長において１０番出口治男君、１８番坂東泰

幸君を指名いたします。 

日程第２、会期の決定についてを議題といたします。お諮りいたします。本

定例会の会期は本日１日限りといたしたいと思いますが、これにご異議ござい

ませんか。 

 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

 

○議長(川村辰夫君) 

 ご異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は本日１日限りと決定いた

しました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

 



 

- 4 -   

○議長(川村辰夫君) 

これより審議にはいります。管理者より、あいさつ並びに提案理由の説明を

求めます。 

 

○管理者(藤井正助君) 

議長。管理者藤井。 

 

○議長(川村辰夫君) 

藤井管理者。 

 

○管理者(藤井正助君) 

皆様、改めましてこんにちは。開会にあたりまして一言ご挨拶を申し上げま

す。本日は、令和２年第２回中央広域環境施設組合議会定例会を招集しました

ところ、議員各位におかれましては公私とも大変お忙しい中お集まりをいただ

きまして誠にありがとうございます。また日ごろ、議員各位におかれましては、

当組合運営に格別のご支援とご協力をいただいております事に心より感謝を申

し上げます。着座にて説明をさせていただきます。 

 さて、本年は新型コロナウイルス感染症の拡大によりまして、私たちの生活

に大きな影響を及ぼしているところでございます。まだまだ、終息が見えない

状況ではございますが、ごみ処理事業は私たちが生活する上で必要不可欠なも

のでございますので、新型コロナ渦にあっても事業が継続できるよう万全を期

して施設の稼働を行っているところでございます。 

ここで、中央広域環境センターにおける昨年度の運営状況についてご報告を

させていただきます。令和元年度のごみ溶融処理量は３万１,９１８トンで、前

年度に比べまして１８６トンの増加、１日当たりの処理量は約９９トンでござ

いました。また、ごみの搬入量は２万９,９８７トンで、前年度に比べまして１

４トンの増加となっているところでございます。構成市町におかれましては引

き続きごみ減量化の取り組みや市民の皆様に向けた啓発活動を推進していただ

けるようご協力をよろしくお願いを申し上げます。今後も周辺環境に十分配慮

しながら安全・安心な施設運営に努めるとともに、できる限り計画的・効率的

に施設を稼働することでごみ処理に必要なエネルギーの節約や経費の削減に努

める所存でございますので、ご理解下さいますようよろしくお願いを申し上げ

ます。 

 次に、次期ごみ処理施設についてでございます。当センターはご承知のとお

り、平成１７年８月の稼働から１５年が経過しております。地域の皆様とお約

束をしております施設の使用期限は、令和７年７月末日となっているところで

ございます。当組合といたしましては、阿波市、板野町及び上板町の１市２町
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で立ち上げました新ごみ処理施設整備検討会におきまして、処理方法、候補地

等についてご協議をお願いしているところでございます。新ごみ処理施設の処

理方式につきましては、昨年１２月２５日開催の１市２町の全員協議会におき

まして、環境面、コスト面にすぐれた燃料化方式に決定をさせていただいたと

ころでございます。 

 次に、新ごみ処理施設の建設候補地の適地選定につきましては、本年８月１

８日に新ごみ処理施設整備検討会から建設候補地の選定に関する報告書の提出

をいただきました。まずは最有力候補地の地元住民の皆様のご意見を伺うこと

が重要であると判断しまして、８月２２日、８月２５日の２日間、説明会を開

催し様々なご意見をいただくなかで、現施設建設時の協定書を遵守すべきであ

るとの率直なご意見が大勢でございました。これを踏まえまして、副管理者の

板野町長さん、上板町長さんにその旨のご報告を申し上げまして、住民の皆様

の意見を尊重し協定書のとおり新施設につきましては吉野町、土成町以外へ建

設するものとし、最有力候補地での建設を行わないものと結論に至ったところ

でございます。このような事態になりまして、皆様方に大変なご心配、ご迷惑

をおかけしましたことを、管理者としてこの場をおかりして深くおわび申し上

げます。今後につきましては、新ごみ処理施設整備検討会に再検討をお願いし、

吉野町、土成町を除く阿波市、板野町、上板町において、新ごみ処理施設の建

設候補地について、令和２年１１月２日から令和３年１月２９日までの約３ヶ

月間に渡りまして公募を行うことといたしました。令和７年８月の新ごみ処理

施設稼働開始に向けまして、早期に候補地の選定が行えるよう誠心誠意、努力

してまいりますので、組合議員各位におかれましては、改めて格別のご理解、

ご支援を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

それでは、今定例会にお願いしております議案の提案理由についてご

説明を申し上げます。今定例会に提出しております案件は、令和元年度

一般会計決算認定と令和２年度一般会計補正予算第２号の計２件でございま

す。 

 まず、議第１２号、令和元年度中央広域環境施設組合一般会計歳入歳

出決算認定については、地方自治法第２３３条第２項の規定に基づきま

して、監査委員の審査に付しましたので同条第３項の規定によりまして

議会の認定に付するものでございます。 

 次に、議第１３号、令和２年度中央広域環境施設組合一般会計補正予算

第２号については、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７,

６２５万５千円を追加しまして、歳入歳出予算の総額を１７億８，８８

２万５千円とするものでございます。補正予算の主な内容は、令和元年度

決算に伴う剰余金の一般廃棄物処理施設整備基金への積立でございます。 

 以上、概略をご説明申し上げましたが、個々の詳細につきましては議
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事の進行に伴いまして、逐次ご説明、補足説明を申し上げたいと考えて

おりますのでよろしくお願いをいたします。今回提案をさせていただきま

した議案につきましては、当組合を運営するにあたり重要な案件でございます

ので、十分ご審議の上すべて原案どおりご承認くださいますよう、よろしくお

願い申し上げまして提案理由の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

○議長(川村辰夫君) 

ありがとうございました。以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

○議長(川村辰夫君) 

それでは、日程第３、議第１２号令和元年度中央広域環境施設組合一般会計

歳入歳出決算認定についてを議題といたします。事務局の補足説明を求めます。 

 

○総務課長(岡本健治君) 

議長。岡本総務課長。 

 

○議長(川村辰夫君) 

岡本総務課長。 

 

○総務課長(岡本健治君) 

議第１２号令和元年度中央広域環境施設組合一般会計歳入歳出決算認定につ

いて補足説明をさせていただきます。議案書の議第１２号をご覧ください。地

方自治法第２３３条第３項の規定によりまして、令和元年度中央広域環境施設

組合一般会計歳入歳出決算を別冊のとおり監査委員の意見を付けて議会の認定

をお願いするものでございます。 

それでは、歳入歳出決算書の２ページ、３ページをご覧ください。歳入から

ご説明いたします。１款分担金及び負担金、予算現額１９億８,８８５万５,０

００円、収入済額１９億８,８８５万５,０００円、２款使用料及び手数料、予

算現額 ６,２３３万円、収入済額６,１７３万７,１２０円、３款財産収入、予

算現額１４５万２,０００円、収入済額１４５万１,２４６円、４款繰入金、予

算現額１,０００円、収入済額０円、５款繰越金、予算現額５,１８３万２,００

０円、収入済額５,１８３万２,７２０円、６款諸収入、予算現額２,００５万３,

０００円、収入済額２,８８２万１,１５０円、７款国庫支出金、予算現額１,

６７６万３,０００円、収入済額１,６７６万３,０００円、８款組合債、予算現
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額４３０万円、収入済額４３０万円、歳入合計としまして、予算現額２１億４,

５５８万６,０００円、収入済額２１億５,３７６万２３６円でございます。                                 

 続いて４ページ、５ページをお願いします。歳出でございます。１款議会費、  

予算現額４２万円、支出済額３９万３,０１２円、不用額２万６,９８８円、２

款総務費、予算現額８,２８５万４,０００円、支出済額８,０９１万５,８７５

円、不用額１９３万８,１２５円、３款衛生費、予算現額１５億４,８０５万円、 

支出済額１４億７,２６４万５,１１２円、翌年度繰越額９４６万円、不用額 

６,５９４万４,８８８円、４款公債費、予算現額４億６,６３２万３,０００円、 

支出済額４億６,６１５万５,４３６円、不用額１６万７,５６４円、５款諸支出

金、予算現額４,６９３万９,０００円、支出済額４,６９３万８,２４６円、不

用額７５４円、６款予備費、予算現額１００万円、支出済額０円、不用額１０

０万円、歳出合計といたしまして、予算現額２１億４,５５８万６,０００円、

支出済額２０億６,７０４万７,６８１円でございます。 

 ６ページをお願いします。歳入決算額２１億５,３７６万２３６円、歳出決算

額２０億６,７０４万７,６８１円、歳入歳出差引額８,６７１万２,５５５円で

ございます。 

 続きまして、８ページ、９ページをお願いします。事項別明細書の歳入でご

ざいます。１款１項１目負担金、予算現額１９億８,８８５万５,０００円、収

入済額１９億８,８８５万５,０００円、各構成市町の内訳は、備考欄に明記さ

れておりますとおり吉野川市が８億１,０２２万４,０００円、阿波市が７億８

９２万２,０００円、板野町が２億５,５４４万３,０００円、上板町が２億１,

４２６万６,０００円でございます。２款１項１目衛生手数料、予算現額６,２

３３万円、収入済額６,１７３万７,１２０円、これは、一般廃棄物ごみ収集許

可業者が当中央広域環境センターにごみを搬入する際に納めていただく処理手

数料でございます。３款１項１目利子及び配当金、予算現額１４５万２,０００

円、収入済額１４５万１,２４６円、これは、財政調整基金と一般廃棄物処理施

設整備基金の利子でございます。４款１項１目財政調整基金繰入金、実績はご

ざいません。予算現額１,０００円、収入済額０円でございます。 

 １０ページ､１１ページに移りまして、５款１項１目繰越金、予算現額５,１

８３万２,０００円、収入済額５,１８３万２,７２０円、前年度からの繰越金が

４,６４８万７,７２０円、繰越明許費が５３４万５，０００円でございます。

６款１項１目預金利子、予算現額２０万円、収入済額３０万９,６１１円、歳計

現金の預金利子でございます。同款２項１目雑入、予算現額１,９８５万３,０

００円、収入済額２,８５１万１,５３９円、内訳は備考欄にございます。主な

ものといたしましては、一番下の建物災害共済保険金が２,７４７万５,２００

円です。これは平成３０年９月の台風２１号で被災したごみピット天井等の建

物災害共済保険金でございます。７款１項１目災害復旧費国庫補助金、予算現
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額１,６７６万３,０００円、収入済額１,６７６万３,０００円、これは、平成

３０年９月の台風２１号で被災したごみピット天井等の国庫補助金でございま

す。 

 １２ページ､１３ページに移りまして、８款１項１目災害復旧事業債、予算現

額４３０万円、収入済額４３０万円、これは、平成３０年９月の台風２１号で

被災したごみピット天井修繕等の事業費に充てるため前年度に起債前貸により

借り入れた災害復旧事業債の残額を借り入れたものでございます。以上、歳入

の収入済額の合計は２１億５,３７６万２３６円でございます。  

 １４ページ、１５ページをお願いします。続きまして歳出についてご説明さ

せていただきます。１款１項１目議会費、予算現額４２万円、支出済額３９万

３,０１２円、主に組合議員報酬でございます。２款１項１目一般管理費、予算

現額８,２４９万１,０００円、支出済額８,０６４万１,６６３円、不用額１８

４万９,３３７円でございます。職員給与、構成市町からの派遣職員人件費負担

金などの人件費でございます。 

 続きまして、１６ページ、１７ページをお願いします。２款２項１目監査委

員費、予算現額３６万３,０００円、支出済額２７万４,２１２円でございます。 

主に監査委員の報酬でございます。 

 続きまして１８ページ、１９ページをお願いします。３款１項１目塵芥処理

費、予算現額１５億３,０６７万円、支出済額１４億６,８６５万６,４８１円、

不用額６,２０１万３,５１９円でございます。支出額が大きい項目といたしま

して、まず、１１節需用費でございます。予算現額６億２,６５５万２,０００

円、支出済額５億８,１５５万９,６７６円、不用額４,４９９万２,３２４円で

ございます。この不用額につきましてはＬＮＧ単価や電気料金などが上昇した

ものの、ＬＮＧ使用量及び購入電力量が当初想定を下回ったことによるもので

ございます。次に、１３節委託料、予算現額８億６,７０４万円、支出済額８億

５,３７３万３６５円、不用額１,３３０万９,６３５円でございます。委託業務

といたしましては備考欄にございますとおり中央広域環境センターの運転及び

整備業務、それから周辺の環境調査業務、副産物運搬並びにリサイクル処理業

務などでございます。次に、１５節工事請負費ですが、予算現額３,５２０万円、 

支出済額３,２１６万円、不用額３０４万円でございます。これは繰越して施工

したごみピット天井修繕工事費でございます。続きまして、３款１項２目ごみ

処理施設建設費でございます。予算現額１,７３８万円、支出済額３９８万８,

６３１円、翌年度繰越額が繰越明許費で９４６万円、不用額３９３万１,３６９

円でございます。２０ページ、２１ページをお願いいたします。主なものとし

まして、新ごみ処理施設整備基本構想策定業務委託料１６５万円、備品購入費

１８４万７,７２５円でございます。備品購入費は本年４月から新設しました施

設整備局の事務机、椅子などの什器関係費用、パソコン、プリンタなどでござ 
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います。４款１項公債費、予算現額４億６,６３２万３,０００円、支出済額４

億６,６１５万５,４３６円、不用額１６万７,５６４円、これは、財政融資資金

貸付金の令和元年度分の償還金でございます。この事業債の償還期限があと２

年となり前年度に比べまして、償還額が約１億８,２００万円減少しておりま

す。続きまして、５款１項１目基金費、予算現額４,６９３万９,０００円、支

出済額４,６９３万８,２４６円、不用額７５４円、これは、平成３０年度から

の繰越金を一般廃棄物処理施設整備基金へ積み立てるとともに、財政調整基金

及び一般廃棄物処理施設整備基金の運用益をそれぞれの基金に積み立てたもの

でございます。 

 続きまして、２２ページ、２３ページをお願いします。６款１項１目予備費

の実績はございません。以上、歳出の支出済額合計は２０億６,７０４万７,６

８１円でございます。 

 次に２４ページをお願いします。実質収支に関する調書でございます。歳入

総額２１億５,３７６万２３６円、歳出総額２０億６,７０４万７,６８１円、歳

入歳出差引額８,６７１万２,５５５円、翌年度へ繰り越すべき財源、繰越明許

費繰越額で９４６万円、実質収支額は７,７２５万２,５５５円、また、実質収

支額のうち地方自治法の規定によります基金繰入金はございません。  

 ２６ページ、２７ページをお願いします。財産に関する調書でございますが、

１．公有財産では、土地、建物とも令和元年度中の異動はございません。また、

２．物品につきましても令和元年度中の異動はございません。３．基金のうち

財政調整基金は決算年度中の運用益を積み増し決算年度末現在高は３億１,１

３７万１,９１３円となっております。一般廃棄物処理施設整備基金は平成３０

年度からの繰越金及び決算年度中の運用益を積み立てたことによりまして決算

年度末現在高は２億６,１９９万７８１円となっており、合計で令和元年度末現

在高は５億７,３３６万２,６９４円でございます。 

 最後に、２８ページ、２９ページをお願いします。主要な施策の成果に関す

る説明書でございますが、下から２番目の項目、廃棄物処理施設災害復旧事業

４,２１１万円でございます。これは、前年度からの繰越事業で平成３０年９月

の台風２１号によるごみピット天井修繕事業でございます。一番下の新ごみ処

理施設整備事業３９８万９千円は、新ごみ処理施設整備基本構想策定業務委託

料及び本年４月から新設しました施設整備局の備品購入費の他、関係費用でご

ざいます。その他につきましては例年のとおり事業を実施しております。 

 以上で、令和元年度中央広域環境施設組合一般会計歳入歳出決算認定につい

ての補足説明とさせていただきます。ご審査の程、よろしくお願いいたします。 
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○議長(川村辰夫君) 

ただいま、事務局より説明がありましたが、議第１２号令和元年度中央広域

環境施設組合一般会計歳入歳出決算認定については事前に監査を受けておりま

す。 

柿部監査委員に監査の報告を求めます。 

 

○監査委員(柿部美彦君) 

 議長。監査委員柿部。 

 

○議長(川村辰夫君) 

 柿部監査委員。 

 

○監査委員（柿部美彦君） 

 監査委員の柿部でございます。 

 令和元年度中央広域環境施設組合一般会計歳入歳出決算及び審査意見につき

まして、地方自治法の規定により審査に付されました令和元年度中央広域環境

施設組合関係一般会計歳入歳出決算及び証書類、その他政令で定めました書類

並びに基金の運用状況を示す書類につきまして、木村監査委員とともに審査し

た結果を報告いたします。 

意見書の１ページをご覧ください。審査の期間は令和２年７月２７日から８

月２５日までで、管理者から審査に付されました一般会計歳入歳出決算書並び

に付属書類、現金・出納保管状況調書及び基金の運用状況調書が、令和元年度

の財政状態を適正に表示し、かつ正確に記録されているか否かを検証するため

に関係帳簿及び証拠書類と照合し、必要に応じて決算資料の提出を求めるとと

もに関係職員の説明を聴取し、併せて令和元年度に実施をいたしました定期監

査及び出納検査の結果も考慮に入れて審査を行いました。 

 その結果、一般会計歳入歳出決算書及び付属書類は適正に調整され、誤りも

なく、決算における計数は正確で、内容も正当であると認められました。また、

予算の執行及び関連する事務の処理は適正に行われているものと認められまし

た。 

 決算規模、財政運営状況及び決算収支の状況は、前年度決算数値を含めまし

て１ページの中段以降に記載をしております。令和元年度におけます一般会計

の決算額は、歳入は２１億５,３７６万２３６円で、前年度より２億４,２８１

万５,６６８円減少をしております。歳出は２０億６,７０４万７,６８１円で、

これも前年度より２億７,７６９万５,５０３円減少をしております。これに伴

いまして、歳入歳出差引額は前年度決算額より３,４８７万９,８３５円多い８,

６７１万２,５５５円で、実質収支は翌年度に繰り越すべき財源９４６万円を差
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し引きました７,７２５万２,５５５円でございます。この額が令和２年度に繰

り越されまして、経常収支比率は前年度同じく９６．９ポイントとなっており

ます。 

地方債は４億６,０１８万８,１９８円減少いたしまして、令和元年度末の現

在高は７,８１６万４,２０７円となりました。平成１４年度から平成１６年度

に実施をいたしました中央広域環境センター建設工事に伴い発行いたしました

組合債は、令和２年度末をもって償還を完了いたします。なお一昨年の台風２

１号による被災によりまして、廃棄物処理施設災害復旧事業債１，６７０万円

を借り入れをしておりまして、令和元年度は利息のみ償還をしております。 

  決算収支につきましては、下段のとおりでございます。また、２ページから

６ページには歳入歳出決算額の分析結果を記載しておりますのでご高覧くださ

い。６ページの下段をご覧ください。令和元年度末の基金の状況でございます。

先程課長の方からも説明がございましたが、一般廃棄物処理施設整備基金が２

億６,１９９万７８１円、財政調整基金は３億１,１３７万１,９１３円で、両基

金を合わせますと５億７,３３６万２,６９４円となっております。 

  総合意見を述べさせていただきますので、７ページをご覧ください。 令和元

年度中央広域環境施設組合の決算状況は、歳入は、前年度に比べて２億４,２８

１万５,６６８円少ない２１億５,３７６万２３６円となっております。これは、

公債費等の減少に伴いまして構成自治体の負担金が減少したこと、前年度から

の繰越金の減少と前年度は行いました財政調整基金の繰り入れを行わなかった

ことが主な要因でございます。歳出は、前年度に比べますと２億７,７６９万５,

５０３円少ない２０億６,７０４万７,６８１円となっております。これは、一

般廃棄物処理施設整備事業債の償還が概ね終了したこと、繰越金の減少に伴い

まして基金積立金が減少したことや、令和元年度は財政調整基金の自治体への

一部還付を行わなかったことが主な要因でございます。 

 令和元年度のごみ処理量は３万１,９１７.５８トンで、平成３０年度の３万

１,７３１.１３トンより１８６.４５トン増加をいたしておりました。 

燃料費の多くを占めますＬＮＧにつきましては、エネルギー管理による省エ

ネ対策として、平成２１年度から炉全体の温度管理をブロック管理に変更いた

しまして、温度を平準化することによりＬＮＧ及び酸素の噴射注入量を低減す

るとともに、スラグを円滑に排出する高温反応炉均質化炉バーナーのＬＮＧ使

用量を可能な限り削減をしております。令和元年度もこの手法を継続いたしま

して、１トンあたりのごみ処理に要するＬＮＧ使用量は、平成３０年度の０.

０５４３トンから０.０５３７トンとわずかながら減少しましたが、ＬＮＧ購入

単価が上昇いたしましたので、１トンあたりのＬＮＧ単価は平成３０年度の１

トンあたり３，８６７円から令和元年度は４,２０４円と３３７円上昇をしてお

ります。 
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電気料金は、自家発電量の増加と長期連続運転を実施することによりまして、

使用電力量を平準化するなど効率的な電力使用に努め、ごみ処理量の増加に伴

う消費電力量の増加を抑制することができております。料金は、平成３０年度

より１,６２９万５,６２７円減少して２億４,３８５万１,５０２円となりまし

た。１トンあたりの電気単価は、平成３０年度の８,１９８円から令和元年度は 

７,６４０円と５５８円抑制できております。これらの要因によりまして、トー

タルでは１トンあたりのごみ処理単価は、平成３０年度の１トンあたり４万５,

１５７円に対しまして令和元年度は４万６,０１４円と８５７円、１.９％程上

昇をしております。 

ＬＮＧ料金と電気料金を合わせますと３億７,８０２万２,１５２円にのぼる

ことを考えますと、今後も原油価格の変動等に注意をするとともに、引き続き

省エネ対策を推進する必要がございます。薬品や消耗器材等の経常経費につき

ましても、抑制するよう引き続き可能な限り努力をお願いしたいと思います。 

  次にプラントの整備でございますが、資料にもございますとおり、令和元年

度は５億２６８万２,２００円をはじめ毎年多額の整備費を支出しております。

施設の老朽化は避けられませんので、安全性を確保するためには多額の整備費

用を必要とする事情は理解できますが、工夫・検討をお願いしたいと考えてお

ります。 

 今後の財政運営にあたりましては、歳入関係については、適正な額の予算化、

適時の調定、納付期限内の収納及び速やかな現金収納手続き、財政計画に基づ

く定期預金の活用など、適正な事務処理が確保されるよう努めていただきたい。

副産物や資源化物は、収入の安定が図れるよう取引先の確保に努めてください。 

 歳出関係につきましては、限られた財源を効率的・効果的に活用できるよう、

あらゆる支出の必要性と金額の妥当性を検証して適切な執行に努めることが必

要であります。 

 当組合を構成する自治体の財政状況も逼迫しております。構成自治体には今

後もごみの減量化に努めていただき、中央広域環境施設組合には、なおいっそ

う創意工夫を重ねまして処理経費の削減に努めてください。 

 管理者のご挨拶にもありましたが、この施設は平成１７年８月１日の稼働以

来１６年目を迎えまして、機械設備の経年劣化が進行しており、保守点検と適

切な補修に努めなければなりません。また、現施設の地元との合意使用期限は

２０年であることから、今年度から新施設建設に向けての職員体制が整ったと

ころでございます。新施設の完成までには多くの困難があると思われますが、

中央広域環境施設組合と構成自治体が協力しながら、事業が円滑に進むよう期

待をしております。以上でございます。 
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○議長(川村辰夫君) 

 ありがとうございました。以上で、補足説明及び監査の報告が終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。ご質疑ございませんか。 

 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

 

○議長(川村辰夫君) 

ご質疑がないようでございますので、質疑を打ち切り直ちに採決いたします。 

お諮りいたします。日程第３、議第１２号令和元年度中央広域環境施設組合

一般会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することにご異議ご

ざいませんか。 

 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

 

○議長(川村辰夫君) 

異議なしと認めます。よって、議第１２号令和元年度中央広域環境施設組合

一般会計歳入歳出決算認定については、これを認定することに決定いたしまし

た。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

○議長(川村辰夫君) 

続きまして、日程第４、議第１３号令和２年度中央広域環境施設組合一般会

計補正予算第２号についてを議題といたします。事務局の補足説明を求めます。 

 

○総務課長(岡本健治君) 

議長。岡本総務課長。 

 

○議長(川村辰夫君) 

岡本総務課長。 

 

○総務課長(岡本健治君) 

議第１３号、令和２年度中央広域環境施設組合一般会計補正予算第２号につ

いて補足説明をさせていただきます。議第１３号の補正予算書第２号の１ペー

ジをご覧ください。令和２年度中央広域環境施設組合の一般会計補正予算第２

号は次に定めるところによるものでございます。第１条、既定の歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ７,６２５万５千円を追加し歳入歳出予算の総額を
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歳入歳出それぞれ１７億８，８８２万５千円とする。第２項、歳入歳出予算の

補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は第１表歳入歳出予算補正によるものでございます。 

 ２ページをご覧ください。第１表、歳入歳出予算補正の歳入についてでござ

います。３款１項財産運用収入、補正前の額１５７万７千円、補正額３千円の

追加、補正後の額１５８万円、５款１項繰越金、補正前の額１００万円、補正

額７,６２５万２千円の追加、補正後の額７,７２５万２千円、歳入合計といた

しまして、補正前の額１７億１，２５７万円、補正額７，６２５万５千円の追

加、補正後の額１７億８，８８２万５千円でございます。 

 続きまして３ページ、歳出でございます。２款１項総務管理費、補正前の額

８,３５０万４千円、補正額６２万１千円の追加、補正後の額８,４１２万５千

円、３款１項清掃費、補正前の額１５億４，６８２万５千円、補正額６２万１

千円の減額、補正後の額１５億４，６２０万４千円、５款１項基金費、補正前

の額１５７万７千円、補正額７,６２５万５千円の追加、補正後の額７,７８３

万２千円、歳出合計といたしまして、補正前の額１７億１，２５７万円、補正

額７，６２５万５千円の追加、補正後の額１７億８，８８２万５千円でござい

ます。  

 １０ページ、１１ページをお願いします。事項別明細書の歳入についてご説

明させていただきます。３款１項１目利子及び配当金は、財政調整基金利子及

び一般廃棄物処理施設整備基金利子の増加分３千円を追加するものでございま

す。５款１項１目繰越金は、令和元年度決算による剰余金につきまして７,６２

５万２千円を追加するものでございます。  

 １２ページ、１３ページをお願いします。歳出についてでございます。２款

１項１目一般管理費が６２万１千円の追加となっております。内容につきまし

ては、本年４月から新設しました施設整備局の組合行政組織の再編成並びに地

方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の本年４月１日からの施行に

伴う会計年度任用職員制度の新設などによりまして、本組合関連条例、規則並

びに訓令の変更に伴う例規集追録費用が必要となることから印刷製本費を５１

万１千円追加するものでございます。また、財務書類の作成におきまして附属

明細表及び注記を作成する必要がございますが、財務書類の注記を作成するに

あたりまして会計専門知識が必要となるため公会計整備支援業務委託料として

１１万円を追加するものでございます。合計で６２万１千円の追加をするもの

でございます。次に、３款１項１目塵芥処理費が６２万１千円の減額となって

おります。これは、副産物運搬業務委託料について入札による請け差が出まし

たので減額するものでございます。次に、５款１項１目基金費が７，６２５万

５千円の追加となっております。これは、基金利子の増加分及び令和元年度決

算による剰余金を一般廃棄物処理施設整備基金へ積み立てるものでございま
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す。  

 以上で、議第１３号令和２年度中央広域環境施設組合一般会計補正予算第２

号についての説明とさせていただきます。ご審議の程、よろしくお願いいたし

ます。 

 

○議長(川村辰夫君) 

ただいま、事務局より説明がありましたが、これより本案に対する質疑を行

います。ご質疑はございませんか。 

 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

 

○議長(川村辰夫君) 

ご質疑がないようでありますので、質疑を打ち切り直ちに採決いたします。 

お諮りいたします。日程第４、議第１３号令和２年度中央広域環境施設組合

一般会計補正予算第２号については、原案のとおり決定することにご異議ござ

いませんか。 

 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

 

○議長(川村辰夫君) 

異議なしと認めます。よって、議第１３号令和２年度中央広域環境施設組合

一般会計補正予算第２号については、原案のとおり可決されました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

○議長(川村辰夫君) 

以上で、本定例会に付議された案件の審議は全て終了いたしました。 

 これをもちまして、令和２年第２回中央広域環境施設組合議会定例会を閉会

いたします。お疲れさまでした。 

 

午後２時２０分 閉会 
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以上の会議録は総務局長の記載したものであり、その内容については大要に

おいて正確であることを認め、ここに署名する。 

 

 

 

 

議  長 
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